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昭和4u年の4月1日に福井大学工学部工期医持ヰに奉職させ司頁きました.この42年間訴対ことって大草ヨきせな
4寺でした.正業高校の工:菊住資料室を卒業して仕津工学的分身で一筋に光陰矢のごとし過ぎ去ってしまいました.
主主幹に奉職してからは竿生さんと一緒ねなりよく遊びに出同叶てし当った事が思い出としてよみがえってきます.
仕事に対して数年聞は毎日古河浦抗漣繍?でしたがそσ間よ大学を辞めることなく定年の歳を迎えることかできまし
たe今考えてみると自分自身の能力を垣間見ることなく辺りの人々 にね請をぶつけてしミたのではと反省をしています。
今回私の凶器立 生寮保子)の {j国ぬという漢詩
「少年老い易く学成り難し 寸の光陰軽んずべからず未だ覚め明醐春草E夢断初梧葉己に私声J
今となってはこれもあれもと思いつつ定年となりました.
入臓してからは仲間引待以外にも求めて自主グルー プである青年団体を作り活発に活動をして、仕事の平摘を骨軒目
していたのではと思います.仕事に対する利簡を快く相談にのって頂いた先生に支えられて漸くことまでこられまし
た.今も多くの瓦達を求めてボランティア活動針子なっています.
何時しか大浮に劃めて曜説tすることが」番の環境と考えるようになり国家鼠験にチャレンジしていました.
主な賞格として、開口44年には耳鳴性ガスを用いたf散化システム¢設計・施工かできる第3類の消防設備士の試
験に挑識しましたo 4B年には甲種危険物敬り扱し渚免状も収得する事iJt-できましむ郎官では研置量中の硫黄を部
に放射化しトレサー として用いて塩化ピニル榔旨の耐薬品性の実験を開始するようになり、秘主直線司りを持ちませ
んでしたカ澗放系刊の放射線物買の取扱にも興味をもつようになりました.
開放系の放射線を放出する物質の取扱についての匡話語敬である第1種放射線取扱主任者試験}羽織をしました.最
初の内は独学でも仕掠るとの思いから講習会も受講することなく挑識をしましたが今までに出題されtd鵡貴だげでは
合格寸ることも無く 8月の暑い日を過ごしましたo 2 回も受けてから、これでは"ゆ~いと思し嘩礎から曜磁をしな
併 lばと4週間の講習会に割周をしましたれその歳には2種目話激にしか獄、りませんでした。
講習会に参加して東海本初原子力発電所の見浄や蹴&にあった日本アイ、ノトー プ協会事機所での夏休みを手l聞した暑
い中で江講義と実習でありました均九咋な思いで問主っていませんこの講習会の劉国主私にとって唯司自宅亦ら
はなれての朝廷導らしの経験でした.東京の羽田利子場の近くに下宿をして山手線で駒込まで1時期部ナての通勤で
した.講習会では原子力船「むつJで働いていて放射線の管理をしている職員の方や大学の教員、郎新制院員と
一緒に受講しました.この講習会はた判に尉識してちょうど 10年目であったと思います。この講習会には私自所属
している研究室の方々 の深い理部紡てあって参加できた事に感謝しています.
次の歳¢昭和52年に叫売の思いで倒防で第1種放射線取扱主任者免側:7876手却を得ることが出来ました.
資抑E得を機に大学を辞めて他日の場所司噛いてみといと思い上司rJ;先生に棺談をしましたが、どこに行ってもそんな
に変わること古溝日いからとも言われて辞めることなく定年まで今の仕事を続日けられました.
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そのことを揖桧に、軒院についても自分自身の考え方を先生に申し上げるようになりました.受け入れてもらえJなく
ても数回に亘って私なりの意見をいったように思います.
(国家資格を取りましたが定年の最たなっても手l聞することが無くペーパーだけに終わってしまいました") 
事除鳴ら才此実験結果について自信を持ちデータ解析し、変わった結果柑現した場合は「有敵こうなるのかj
と疑問に思い解決の糸口を見つけることの大切さを噺コいましたa
軒市宮町却訴口 47年から福井大学に来られた掛f先生と一緒日こ行ないました.軒目町はスチレンの手l仕震合の基材甘
な実験、であったカ昨年間やっても再畳断滑ることが出来ませんでした.原因を追及していくと使用している直純度
窒素ガスの純邸宅長り高くないためにガス流量や置榔守前防協納に含まれる溶存酸素時刻=取り囲訪れていな
いことに気付きました.講義紛移せ目立原因E伊助吃要であることを肌て瀦じ実際に件教をしました.理論計算では
コンビュターを用いた乳化重合即Eの重合速度解析のシュミレーヨンでも漸く計事紡泊旅るようになって喜んでいた
が収束のf:t;紡乞不自然であることに気付いたのカ埠喋論文発表の1日前でした"M縫ったものを発表してはい併ょい
と思いæ~官憐した事がごく蹴血Dように思lXます. 曹関は真実を求めての実証で、そ由場しのぎではいけないこ
とを実際に体験しました.又、すべてE実験l記事点であり、失敗した実験的ないことも体験することか可?きました.
15年ほど前から実用新幸病許についても大変興味があり、福井大学¢広範紐却E蝿の僻聞こ軽扮をしました.
劉嚇鋭敏でも有るので草刈り僧劇場同時期に力似てを着ぴ臥し嶋を用いた件業でしたaそのような柑初体
験から安全に安心して作事訪町了きないものかと3とから言われて声弘し鳴に大型のガー ドをつけ、その端自主ビニー ルシ
ートを取り付けて何回も能強織をしながら父と一緒に商品を作り出しました"jJJtムい機にガー ドとシー トを装着す
る事により際紛法全にできましたa 実用新案特許の防音串立参考書を龍村1訪すら自分廿下戒して収得をする事かでき
ました.特神間後はPR市警護と思っていましたが農機具メーカと掛ナ合ったりしましたが良い返事的亙ってきま
せんでした.ある時、長野高専の技術職員とスキーで親しくなり、りんご歯で使ってもらし場所でした.その人の紹
介で農業関係の専F鳴鶴おの昭島氏農勤に持識して頂きましたみ友達はありがたいと!思いました.誕百Tされたおかげ
で全国から依頼があり、大もうけげよるのではと思いワクワクしていたものです.現実はそんなじ甘いもので市捕り
ませんでした.今までに旺氾台程度は販売されていると思います.販売から 12年目となるh吟でも名古屋市東川直
物園からの注文カ戦いている事から手1開制直があるものと確信を持っています.
ごく最近は臨機童話十ゆ椀に隙コっていま拘t童湖町内は使し吻にならないと言わ才lf.<h'らも 5年がたつて、
どうに均視民主制出来るまでに成長しました.この場合も同様で途中で装置カ溶いから~ないとあきらめて原因を追
究せず}こいたら製副じに}諺l脳吉びつける事力?できなかったと引になって思います.自分自身の思いと違う結果晶司現
れれば「何でとうなるのと」何回も3市Tし、チャレンテすればチャンスになる事を定年似丘くに強〈感じました.
今後は読された附唱を大切に楽しく、 ;:1からの人生を大過なく過ごしたい臼思います.姐年問、皆さんに支えら
れて定年を迎えられることに喜びを感じると共に支えて頂いた方々 に腫謝申し上げます.ありがとうごさいました。
